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１．はじめに

　箱根火山カルデラ内では、２００１年６月下旬～８月にかけて群発地震が発生し、国土地理

院の電子基準点や神奈川県温泉研究所の傾斜計にも明瞭な地殻変動が観測されました。地

質調査総合センターと温泉地学研究所では、既存の地殻変動観測網の空白域を補いつつ、

箱根火山中央部の局所的な地殻変動の有無を調べるため、緊急に GPS 観測を実施しました。

ここではその結果を報告します。

２．観測の概要

　図１に測点配置を示します。GPS 受信機は、古野電気製１周波型センサー MG２１１０型を

使用しました。測点は堅牢な建造物または露岩に５/８インチネジを固定し、これにレドーム

付きセンサーを直接設置して観測しました（写真１）。観測時間は当初２４時間連続で行い、

一時的に夜間１２時間に変更しましたが、最終的には再度２４時間連続としました。データは

センサー内蔵メモリに記録されます。メモリ容量は１５秒サンプリングの場合、約１０日分で、

それ以後は順次上書きされます。したがっ

て１０日以上の適当な間隔で回収を行うこ

とで、回収より約１０日前までのデータが得

られます。

３．結果と解釈

　図２ a ～ h にそれぞれ、国土地理院が設

置した強羅の電子基準点９３０６８（図１の★

印）に対する大涌谷（OWD）、姥子（UBK）、

小塚山（KZY）、駒ヶ岳（KGT）の４観測点の、

南北および東西成分の変化を示します。

種々の都合でデータの欠測が生じました

が、比較的長期間の観測を行った OWD や

UBK を見る限りにおいては、観測期間中

（２００１年８月から翌年１月まで）に局所的

に大きな地殻変動はなかったものと判断

されます。

図１　測点配置 測点の名称は本文を参照のこと。
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写真１　観測点（OWD点）外観 a：GPSセンサーおよびレドーム、 
b：太陽電池パネル、c：バッテリーを収納したバケツ 
観測データは、GPSセンサー本体内のメモリに記録される。



－ 23 －

図２－１　各点の水平２成分の変化 
a，bは OWD、c，dは UBKの南北および東西成分
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図２－２　各点の水平２成分の変化 
e，f は KZY、g，hは KGTの南北および東西成分
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